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中２数学Ｃ ２０１９年度２学期 本問解答 

§６ 垂直条件 

※ 欠席してしまった場合は、本問をすべて自分で確認し、p.36 の宿題 H6.1～H6.3 に取り
組んで提出してください。

問６.１
(1)

AEHDは長方形なので
AE EH  ······································ ①

ABFEは長方形なので
AE EF  ······································· ②

EH, EFは平行でないから、①, ②より
AE EFGH面  ····························· ③

③より、
AE EG

すなわち、 AEG 90∠  (q.e.d.) 

(2) (1)より、AGは直角三角形 AEGの斜辺だ
から、ピタゴラスの定理より、

2 2 2AG EG AE   ························· ④

EGは直角三角形 EFGの斜辺なので、ピ
タゴラスの定理より、

2 2 2EG EF FG   ························· ⑤
④, ⑤より
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問６.２

AEFBは長方形なので EF AE  ········· ①
HEFGは長方形なので EF HE  ········· ②
AE, HEは平行でないから、①, ②より、

EF AEHD面  ∴EF DE

したがって、△DPFの PFを底辺としたとき
の高さは DEと分かり、

2 2 2 2AD AE 3DE 4 5   
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問６.３ 
(1)

ABCDは長方形なので AB BC  ···· ①
ABFEは長方形なので AB BF  ···· ②
BC, BFは平行でないから、①, ②より、

AB BCGF面  ∴AB BG

と分かる。直角三角形 ABG に注目する
と、△BAGと△PABにおいて

ABG APB∠ ∠ （ 90 ）
BAG PAB∠ ∠ （共通）

∴ ABG APB△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比は等しいので、

AB : AG AP : AB  ··························· ③
BGは長方形 BFGCの対角線なので、ピ
タゴラスの定理より、

2 2 2 2 2BG BF FG 3 6 45    
△ABGにピタゴラスの定理を用いて、

2 2 2 2AG AB BG 2 45 49    
∴AG 7 ( 0) 
したがって、③より、
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(2)

BFGCは長方形なので GF BF  ···· ④
EFGHは長方形なので GF EF  ···· ⑤
BF, EFは平行でないから、④, ⑤より、

GF ABFE面  ∴GF AF

と分かる。直角三角形 AFG に注目する
と、△AFGと△AQFにおいて

AFG AQF∠ ∠ （ 90 ）
FAG QAF∠ ∠ （共通）

∴ AFG AQF△ ∽△ （二角相等）

対応辺の比は等しいので、

AF : AG AQ : AF  ··························· ⑥

AF は長方形 ABFE の対角線なので、ピ
タゴラスの定理より

2 2 2 2 2AF AB BF 2 3 13    

∴AF 13 ( 0) 
したがって、⑥より

13 : 7 AQ : 13

∴
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よって、
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であり、
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4 9 36
: : 4 : 9 : 36

7 7
AP : PQ

7
: QG  

※ 直方体 ABCD-EFGHの対角線 AGに、B, 
Fから下した垂線の足をそれぞれ P, Qと
するとき、

2 2 2AB : BAP : PQ : Q FG : FG
が成り立つ。


